
CoNNECT＋操作説明 活用編
『循環型ビジネス活用編』

～販売店様のライフサイクルビジネスに活用いただける機能のご紹介～

ダイキン工業株式会社



CoNNECT+での紹介案件報告の便利機能説明会について

紹介
案件
管理

顧客管理
顧客・機器

工事・修理登録

ライフサイ
クル提案

活用編『循環型ビジネス活用編』

CoNNECT+に顧客や機器などの情報が整ったら、蓄積情報を活用してライフサイクルビジネスを
スタートさせましょう。CoNNECT+で用意している各種提案機能を、先行販売店様での活用事例
なども交えながらご説明いたします。

～循環型ビジネス活用のご提案例～

・都度ターゲット毎のDM形式の提案書出力で幅広いリーチ作戦やライフサイクル提案書の活用

・DACCS-LC連携で保有機器の使用年度にあわせた保全や更新提案書の簡単出力やDfct連携のご紹介
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CoNNECT＋はご販売店様の顧客管理を無料でご支援することで、ライフサイクル提案を可能にし、
循環型ビジネスにご活用頂きたいとの背景からダイキンオリジナルで開発したシステムとなります。



CoNNECT＋

蓄積データを活用した提案アクション
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機器のライフサイクルタイミングで活用できる提案を自動でお知らせ

更新までの期間、お客様とのつながりをスムーズに行える「提案アクション」機能を、
CoNNECT+画面でお知らせ
顧客の保有機器の設置年月をベースに、提案最適タイミングを迎えている顧客ボリュームを
グラフ化するので、次のアクションへのきっかけとしてご活用いただけます。

タイミングごとの
「提案アクション」
ツールをご用意

顧客毎の設置機器から
提案タイミングを
グラフで見える化。

グラフを押すと、
オリジナル提案書の
メール発信・印刷が可能
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法人様ごとのターゲットや戦略に沿って、活用頂ける提案機能もご用意

①一斉リーチ提案
（顧客掘起ＤＭ）
…お困り事相談

②販売店でお客様選定し
機器情報付ＤＭ発信

…洗浄提案ＤＭ等

③きっかけづくり提案書
…個別提案書作成支援①

②

③

登録顧客への一斉送付。
販売店を思いだしてもらい
お困り事相談を誘導

認
知

訪
問
き
っ
か
け

商
談

具
体
的
訴
求

販売店でのCoNNECT+操作で
住所記載でそのまま投函可能な
顧客機器の経年記載DM作成

CoNNECT+登録があれば
顧客への訪問時持参が可能な
詳細提案書を簡単に出力

CoNNECT+では顧客掘起しフェーズごとのきっかけづくりの提案をご用意



CoNNECT+活用提案MOVIE
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動画はこちらよりいつでもご確認いただけます

URL：https://connect-plus.daikin.co.jp/help/manual_html/exercise_movie.mp4

https://connect-plus.daikin.co.jp/help/manual_html/exercise_movie.mp4
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活用MOVIEでご紹介の機能について

TIME 機能 利用詳細マニュアル

1:00 サービス修理情報の登録 FAQ5-3 https://connect-plus.daikin.co.jp/help/faq.html#q0503

顧客カルテ FAQ7-7 https://connect-plus.daikin.co.jp/help/faq.html#q0707

ZEAS省エネ提案書 ﾏﾆｭｱﾙ A62 https://sales-tool.daikinaircon.com/daikinssi/webtools/contents-view/?cid=connectplus_manual_202211&pagegroupid=32

補用部品アラート FAQ6-10 https://connect-plus.daikin.co.jp/help/faq.html#q0610

2:00 ライフサイクル提案書 ﾏﾆｭｱﾙ A60 https://sales-tool.daikinaircon.com/daikinssi/webtools/contents-view/?cid=connectplus_manual_202211&pagegroupid=31

3:25 DMタイプ提案書 FAQ7A-2 https://connect-plus.daikin.co.jp/help/faq.html#q07a02

QRコード FAQ7A-1 https://connect-plus.daikin.co.jp/help/faq.html#q07a01

4:45 任意ターゲットへ提案 FAQ7A-3 https://connect-plus.daikin.co.jp/help/faq.html#q07a03

5:35 宛先タックシール印刷 ﾏﾆｭｱﾙ A90 https://sales-tool.daikinaircon.com/daikinssi/webtools/contents-view/?cid=connectplus_manual_202211&pagegroupid=46

7:15 受注済以外の顧客へ提案 FAQ5-4 https://connect-plus.daikin.co.jp/help/faq.html#q0504

8:15 サービス修理情報の登録 FAQ5-3 https://connect-plus.daikin.co.jp/help/faq.html#q0503

顧客カルテ FAQ7-7 https://connect-plus.daikin.co.jp/help/faq.html#q0707

9:20 Dfct提案書 FAQ9-1 https://connect-plus.daikin.co.jp/help/faq.html#q0901

活用MOVIEでご紹介している機能は、以下マニュアルで詳細の操作をご確認頂けます

（FAQとマニュアルでご覧頂く頁番号記載しています。URLのｸﾘｯｸも可能）

CoNNECT+右上メニューの「マニュアル」や「よくある質問FAQ」もご利用下さい

https://connect-plus.daikin.co.jp/help/faq.html#q0503
https://connect-plus.daikin.co.jp/help/faq.html#q0707
https://sales-tool.daikinaircon.com/daikinssi/webtools/contents-view/?cid=connectplus_manual_202211&pagegroupid=32
https://connect-plus.daikin.co.jp/help/faq.html#q0610
https://sales-tool.daikinaircon.com/daikinssi/webtools/contents-view/?cid=connectplus_manual_202211&pagegroupid=31
https://connect-plus.daikin.co.jp/help/faq.html#q07a02
https://connect-plus.daikin.co.jp/help/faq.html#q07a01
https://connect-plus.daikin.co.jp/help/faq.html#q07a03
https://sales-tool.daikinaircon.com/daikinssi/webtools/contents-view/?cid=connectplus_manual_202211&pagegroupid=46
https://connect-plus.daikin.co.jp/help/faq.html#q0504
https://connect-plus.daikin.co.jp/help/faq.html#q0503
https://connect-plus.daikin.co.jp/help/faq.html#q0707
https://connect-plus.daikin.co.jp/help/faq.html#q0901


販売店様での活用事例
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蓄積した顧客情報の活用 … 宛名ラベルの活用方法

顧客分類

設置年月

製品ｶﾃｺﾞﾘ

詳細検索で対象を絞り込み後「便利ツール」の「宛先タックシール印刷」で宛名ラベルPDFの出力が可能。

PDF出力後、市販の無地タックシールに印刷することで、そのままDM用シールとして利用いただけます。

推奨印刷用タックシール

PPC用紙ラベル（共用タイプ）A4 ノーカット 100枚（品番 KB-A590）
コクヨ プリンタを選ばないはかどりラベル A4 18面 22枚（品番 KPC-E118－20N）
コクヨ プリンタを選ばないはかどりラベル A4 10面 22枚（品番 KPC-E1101-20N）
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蓄積した顧客情報の活用事例 … 提案先見える化

C社様 （蓄積顧客：約2000件）

全員での提案活動をスローガンに、年末の挨拶訪問には提案書持参による更新切口の提案を実行中。

より更新確率が高い顧客をターゲットとした提案活動実行のご支援のため、

ボタン一つで登録顧客を集計する「提案先見える化リスト」機能をCoNNECT＋にご用意。

顧客の保有機器の設置年数と、顧客ランクにより刈取ランクが３段階MAPされる「提案先リスト」を作成により

ターゲットの絞込みを行い、CoNNECT＋「顧客カルテ」帳票を持参することで、顧客の機器保有状況にあわせた提案を実施。

提案先見える化利用方法 詳細
https://connect-plus.daikin.co.jp/help/faq.html#q0708
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https://connect-plus.daikin.co.jp/help/faq.html#q0708


その他CoNNECT+の機能紹介

11

当シーンの
活用提案
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① ライフサイクル更新提案（マニュアルP.A-91) ② ZEAS省エネ提案書（マニュアルP.A-62）

③ フロン排出抑制法対応 Dfct提案書（ﾏﾆｭｱﾙP A-105) ④ 顧客見える化リスト（マニュアルP．A-86)

お客様の所有機器のライフサイクルを見える化し、
使用年度にあわせた保全や更新の提案書を簡単出力。

新しい機器に更新いただいた際の、電気代削減
試算の提案書をボタンひとつで作成。

顧客の設置機器が設定済Dfctの提案書。顧客は
提案書から即・無料で法令対応が可能

顧客(A〜Z)と設置機器の経過年数(刈取・育成・種蒔)で
提案優先度の⾼い顧客の⼀覧リストを自動作成します。

継続した繋がりづくりのため、業務用ユーザーへのきっかけづくりを目的とした提案書 作成支援

ターゲット選定後の顧客掘起し提案 ③きっかけづくり提案書
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https://sales-tool.daikinaircon.com/daikinssi/webtools/contents-view/?cid=connectplus_manual_202211&pagegroupid=47
https://sales-tool.daikinaircon.com/daikinssi/webtools/contents-view/?cid=connectplus_manual_202211&pagegroupid=32
https://sales-tool.daikinaircon.com/daikinssi/webtools/contents-view/?cid=connectplus_manual_202211&pagegroupid=54
https://sales-tool.daikinaircon.com/daikinssi/webtools/contents-view/?cid=connectplus_manual_202211&pagegroupid=45


CoNNECT＋データを活用しライフサイクル提案書を作成

CoNNECT＋データーをライフサイクル提案書へインポート

1

① CoNNECT＋でCSVデータを
パソコンにダウンロード

① ライフサイクル提案ソフトDACCS-LCを起動し、
CoNNECT＋から取り出したCSVをインポート

※ DACCS-LCは、D-portalのｻｲﾊﾞｰｻﾎﾟｰﾄﾒﾆｭｰより
ダウンロードの上ご利用いただける無料ソフトです

①LC提案書

13

（マニュアルP.A-91)
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https://sales-tool.daikinaircon.com/daikinssi/webtools/contents-view/?cid=connectplus_manual_202211&pagegroupid=47


更新提案 空調ライフサイクル提案書 （CoNNECT＋データー活用）

お客様の設置機器状況、機器リストを元にお客様に合わせたライフサイクル提案書を作成致します。

機器更新だけでなく、使用年数に合わせて保全提案も可能です。

22 台 R22機器： 12 台

10-12年 13年以上

2004-2006 ～2003

2 14

(0) (12)

注）使用年数は機器設置年もしくは販売開始年から試算しています。

機器一覧と使用年数
施設名称： ○○工場　研究棟 住所： 大阪府大阪市吹田市○○○

合計：

○○工場　研究棟 4 1 1 0

（内R22機器台数） (0) (0) (0) (0)

機器台数

0-3年 4-6年 7-9年
不明

2013-2016 2010-2012 2007-2009

室内機 室外機 年数 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 特定
第1種 用途 冷媒 圧縮機 定期点検頻度 備考系統名 管理№ 設置場所 分類 ご使用

PAC1-19 119 5Ｆ: 大会議室3 RF ビル用マルチエアコン室外機 21

種類 出力 (kW ) 1回/年 1回/3年 対象外

PAC1-20 120 5Ｆ: 大会議室3 RF ビル用マルチエアコン室外機 21

○ 空調 R22 18.2 ○

PAC1-1 101 5Ｆ: 大会議室1 RF ビル用マルチエアコン室外機

○○ 空調 R22 18.2

ビル用マルチエアコン室外機 20

○20 ○ 空調 R22 9.7

PAC1-3 103 5Ｆ: 大会議室1 RF ビル用マルチエアコン室外機

○○ 空調 R22 9.7PAC1-2 102 5Ｆ: 大会議室1 RF

ビル用マルチエアコン室外機 19

○20 ○ 空調 R22 9.7

PAC1-5 105 5Ｆ: 大会議室2 RF ビル用マルチエアコン室外機

○○ 空調 R22 22.75PAC1-4 104 5Ｆ: 大会議室2 RF

ビル用マルチエアコン室外機 18

○19 ○ 空調 R22 22.75

PAC1-12 112 5Ｆ: 小会議室2 RF ビル用マルチエアコン室外機

○○ 空調 R22 18.2PAC1-11 111 5Ｆ: 小会議室2 RF

ビル用マルチエアコン室外機 17

○18 ○ 空調 R22 18.2

PAC1-14 114 5Ｆ: 小会議室3 RF ビル用マルチエアコン室外機

○○ 空調 R22 15PAC1-13 113 5Ｆ: 小会議室3 RF

ビル用マルチエアコン室外機 17

○17 ○ 空調 R22 18.2

PAC1-6 106 5Ｆ: 大会議室3 RF ビル用マルチエアコン室外機

○○ 空調 R22 19.75PAC1-15 115 5Ｆ: 小会議室3 RF

ビル用マルチエアコン室外機 14

○14 ○ 空調 R407C 5.7

PAC1-9 109 5Ｆ: 中会議室C RF ビル用マルチエアコン室外機

○○ 空調 R407C 14.5PAC1-8 108 5Ｆ: 中会議室B RF

ビル用マルチエアコン室外機 10

○10 ○ 空調 R410A 10.6

PAC1-16 116 5Ｆ: 小会議室4 RF ビル用マルチエアコン室外機

○○ 空調 R410A 17.6PAC1-10 110 5Ｆ: 中会議室D RF

ビル用マルチエアコン室外機 6

○8 ○ 空調 R410A 4.5

PAC1-21 121 3Ｆ: 会議室A RF ビル用マルチエアコン室外機

○○ 空調 R410A 11.4PAC1-7 107 5Ｆ: 中会議室A RF

設備用・工場用エアコン 1

○1 ○ 空調 R410A 15.2

PAC1-17 117 1F: 売店 屋外 店舗・オフィス用エアコン

○○ 空調 R410A 14.4PAC1-31 131 1F: 作業場B 屋外

設備用・工場用エアコン 1

○1 ○ 空調 R32 1.53

○○ 空調 R410A 14.4PAC1-18 118 1F: 作業場1 屋外

点検の上、ご使用ください。 法定耐用年数（１３〜１５年）を越えています。

機器の更新をおすすめします。

更新の準備をお考えください。

サービス補用部品は販売から１０年後、ご用

意できない物がございます。場所

上段：使用年数

下段：設置年

※機器の更新を

おすすめします。

64%
14%

23%

0% 機器使用年数構成

13年以上 7～12年 0～6年 不明

ご使用機器状況

フロン排出抑制法の対応において、貴社の機器リストを元に、使用年数ごとに機器を分類し、一覧表を作成いたしました。

更新してから間もない機器（使用年数０～６年）、補用部品の保管期間終了または性能維持のためにメンテナンスが必要と想定される機器（使用年数７～１２年）、

耐用年数を越えた機器（使用年数１３年以上）に分けております。

機器一覧表

注）使用年数は機器設置年もしくは販売開始年から試算しています。

使用年数が０～６年の機器が５台、７～１２年の機器が３台、１３年以上の機器が１４台ございました。

１３年以上お使いの機器は全体の６４％であり、R22冷媒を使用した機器は全体の５５％です。

＜貴社のご使用機器状況の特徴＞

機種別の台数表

機種 全機種 内R22機器

店舗オフィス用パッケージエアコン 1 0

ビル用マルチエアコン 19 12

設備用エアコン 2 0

ガスヒートポンプエアコン 0 0

チラー 0 0

中低温用エアコン 0 0

その他 0 0

合計 22 12

0-3年 4-6年 7-9年 10-12年 13年以上

2013-2016 2010-2012 2007-2009 2004-2006 ～2003

4 1 1 2 14 0 22
（内R22機器台数） (0) (0) (0) (0) (12) (0) (12)

機器台数

不明 合計

○○工場　研究棟

上段：使用年数

下段：設置年
場所

13年以上を越えた

空調機器が全体の

64
あります。

％

Ｒ２２を使用した

空調機器が全体の

55
あります。

％

0-3年 4-6年 7-9年 10-12年 13年以上

2013-2016 2010-2012 2007-2009 2004-2006 ～2003

4 1 1 2 14 0 22
（内R22機器台数） (0) (0) (0) (0) (12) (0) (12)

機器台数

不明 合計

○○工場　研究棟

上段：使用年数

下段：設置年
場所

お使いの機器の使用年数表

機器台数

７～１２年目の機器におすすめです！

「冷えない（暖まらない）」「臭いがする」と感じたら熱交換器を洗浄しましょう。

お客様の

機器の

状況

計 台の

熱交換器洗浄は

いかがでしょうか？

3
7-9年 10-12年

2007-2009 2004-2006

1 2

※ 電気代削減額は目安です。

機器の現状を
簡単に見える化

古い機器が
⼀目で分かる

納入から
13年以上
の機器

■ライフサイクル提案書 （定期的に作成提出する事で計画的更新を喚起）

ライフサイクル更新提案『DACCS-LC』ツール

他にも‥

☆ダイキン製だけでなく他社製機
器も簡単に更新提案できます

☆設置年度が多様な多店舗や工場
ユーザーに特に効果的です

☆点検後にユーザー様へ提出すれ
ば、詳細な点検結果と設備全体
の現状説明を併せて行い、更な
る信頼獲得につながります

使用年数
に会わせた
保全提案で
顧客と信頼
関係を築く

○○○株式会社

648

619

169 0 169

様の保有機器は

台あります。

台で

その内 定期点検対象機器は

台あります。

その内 第一種特定製品（＝簡易点検対象機器）は

1回/3年 1回/1年 計

＋ ＝

台 台

フロン排出抑制法（H27.4.1施行）

※1

※2

フロン法対象台数と
定期点検対象台数の明確化

①LC提案書

1415



▼使用年数毎の要望保全のご紹介…ユーザーの機器使用状況に応じて保全提案

フィルター清掃 熱交換器洗浄
他にも、エネチューニング、気流・温度改善、リフレッシュパネル、ソリュー
ションパーツの提案資料を取り揃えています。

R22全廃についての訴求 （多拠点ユーザー向け）計画更新ご提案（店舗毎更新提案台数の明確化）

うち

3年 1年

14 0 0

(10) (0) (0)

7 0 0

(7) (0) (0)

6 0 0

(0) (0) (0)

10 0 0

(7) (0) (0)

7 0 0

(3) (0) (0)

7 0 0

(2) (0) (0)

5 0 0

(1) (0) (0)

8 0 0

(0) (0) (0)

3 0 0

(0) (0) (0)

14 0 0

(0) (0) (0)(0)

0 0 18

（内R22機器台数） (0) (0) (0) (0) (0) (0)
9

J 18 0 0 0

3

（内R22機器台数） (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0)

(0) (0)

9
I 0 0 0 3 0 0

（内R22機器台数） (0) (0) (0) (0) (0)

(2)

8
H 4 1 1 2 1 1 10

2 1 7

（内R22機器台数） (0) (0) (0) (0) (2) (0)
6

G 0 0 0 4

8

（内R22機器台数） (0) (0) (0) (0) (2) (0) (2)

(0) (3)

6
F 4 0 1 1 2 0

（内R22機器台数） (0) (0) (0) (0) (3)

(7)

5
E 2 0 1 0 5 1 9

7 0 10

（内R22機器台数） (0) (0) (0) (0) (7) (0)
3

D 3 0 0 0

7

（内R22機器台数） (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0)

(0) (8)

3
C 0 0 0 0 7 0

（内R22機器台数） (0) (0) (0) (0) (8)

(12)

2
B 0 0 1 0 11 0 12

12 0 19

（内R22機器台数） (0) (0) (0) (0) (12) (0)
1

A 2 3 1 1

不明 合計
2015-2018 2012-2014 2009-2011 2006-2008 ～2005

優
先
順
位

機器台数
第一種

特定製品

定期点検
対象

0-3年 4-6年 7-9年 10-12年 13年以上

注）使用年数は機器設置年もしくは販売開始年から試算しています。

上段：使用年数

下段：設置年

拠点名

①LC提案書

15

■ライフサイクル提案書 （提案書イメージ）

16



②ZEAS省エネ提案

機器タブを開き「省エネ提案書」の を選択
（設置機器が省エネ提案の対象機であれば が表示します）

PDFを選択すると
お客様名入りの提案書が
出力されます。

■１件づつ提案書出力の方法 ■まとめて提案書出力の方法

選択し を選択します。
（「対象期間のみ」は設置13年以降機器のみ出力となります。
「対象期間指定しない」に変更すると13年未満の対象機も候補となります）

ZEAS省エネ提案を
選択します

提案書印刷を選択すると
まとめて出力されるので
右上ﾒﾆｭｰからﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞを
開き出力します

更新いただいた際の、電気代削減試算の提案書をボタンひとつで作成。

16

（マニュアルP.A-62 ）

17

https://sales-tool.daikinaircon.com/daikinssi/webtools/contents-view/?cid=connectplus_manual_202211&pagegroupid=32


④顧客見える化リスト

顧客(A～Z)と機器経過年数(刈取・育成・種蒔)で提案優先度の⾼い顧客リストを⾃動作成します

見える化リストからエクセルを取出し、機器経過年の設定や対象機器の
設定をエクセル上で行っていただくことで攻略リストの出力が可能です

エ
ク
セ
ル
取
出
し
操
作

17

（マニュアルP．A-86)

18

https://sales-tool.daikinaircon.com/daikinssi/webtools/contents-view/?cid=connectplus_manual_202211&pagegroupid=45


フロン排出抑制法ツール Dfct連携
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CoNNECT＋とDfctについて

先行リリースした「Dfct」に、これまで「ユーザーのフロン管理機能」に加え「 販売店の顧客管理」

機能を⼀部先行実装してきましたが、販売店様の顧客管理システムとして2020年にCoNNECT+を

リリースしたことにより、今後はダイキンとして以下棲み分けを行ってまいります。

CoNNECT+「顧客情報システム」 Dfct「フロン排出抑制法ツール」

対象 ダイキンシンパの特工特約店 ・業務用空調機オーナー（多店舗）
・取引先流通（販売店）

目的 販売店様の顧客管理用ツールの提供による
循環型ビジネス支援

・フロン法対応ツール無償提供によるCS向上
・フロン法を切口としたストック市場の見える化

利用 ダイキンでの利用ID設定 インターネットオープンでの利用

端末 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ接続可のPC、スマホ、タブレット ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ接続可のPC、ｽﾏﾎ、ﾀﾌﾞﾚｯﾄ ＋iPhoneｱﾌﾟﾘ

主な
機能

・顧客、機器、工事修理履歴管理
・ライフサイクル毎のアクション提案
・引合案件管理

・設備管理台帳
・フロン点検管理と法令帳票
・共有機能による販売店での代行管理

開始 2020年４月 2015年９月

販売店様の循環型ビジネス実行に不可欠な
「顧客カルテ」と「提案」機能を提供する
顧客情報管理システム

ユーザの法令対応をサポートするツール。
共有機能によるユーザの機器状況把握は継続

20
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CoNNECT＋ Dfct の連携機能について

③ フロン排出抑制法対応 Dfct提案書（ﾏﾆｭｱﾙP A-105)

CoNNECT＋登録顧客・機器をDfctに自動連携。
連携後はCoNNECT＋からDfctのスムーズなログインが可能

顧客管理のCoNNECT＋と、フロン法令対応Dfctの両機能を活用いただけるよう、２パターンの連携を

準備いたしました。

◎ Dfctデータ取込み（ﾏﾆｭｱﾙP A-116)

Dfct登録済の物件・機器をCoNNECT+に自動でデータ移行。
CoNNECT＋からDfctへのスムーズなログインは以下設定要

追加設定はFAQ9-3 https://connect-plus.daikin.co.jp/help/faq.html#q0903

顧客、納入先、機器 顧客、納入先、機器

21

https://sales-tool.daikinaircon.com/daikinssi/webtools/contents-view/?cid=connectplus_manual_202211&pagegroupid=54
https://sales-tool.daikinaircon.com/daikinssi/webtools/contents-view/?cid=connectplus_manual_202211&pagegroupid=59
https://connect-plus.daikin.co.jp/help/faq.html#q0903



